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金属触媒の高活性化には金属種を高分散化させることが定法である。しかし，含浸法のような従来の担持法に

おいて，卑金属種をシリカのような不活性な担体上に高分散に担持する方法は確立されているとは言いにくい．

演者は最近，含浸液に有機物を共存させた含浸担持法によりシリカ上で銅ナノ粒子の高分散化を実現させた．

銅表面積を格段に増大させた結果，種々の水素化・脱水素反応を高効率で進行させ，多くの素反応で生成物の

生成速度が銅表面積に比例すること見出した．金属種以外に，酸化物種（酸化ニオブや酸化アルミニウム）の

分散においても有機物を共存させた含浸担持法によりシリカ上に酸性サイトを高分散担持できることを見出して

いる． 
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